プロジェクションマッピング

　このプロジェクトマッピングの展示は、甲賀流忍者の歴史を決定づけたいくつかのモチーフや出来事に着想を得て、甲賀流忍者の物語を視覚的に表現したものです。

1) 六角の家紋
　六角家は、古代近江国（現在の甲賀市）の南部を支配していた有力な一族です。1487年、将軍足利義尚（1465-1489）は、命令に従わなかった六角家を打ち破るために近江を攻撃しました。しかし、甲賀五十三家が六角家と力を合わせ、夜襲や奇襲を駆使して将軍の軍を撃退しました。この大勝利のニュースは日本中に広まり、初めて甲賀流忍者の卓越した能力が全国的に知られることとなりました。

2) 甲賀二十一家
　反乱時に活動していた甲賀五十三家の中で、二十一家が特に顕著な業績を挙げ、甲賀忍術の中心的な実践者となりました。
　時を経て、甲賀流忍者は科学、天文学、薬学などさまざまな分野において非常に高い知識を持つようになりました。戦国時代（1467年～1568年）、甲賀では大名の権力が弱かったため、地元の共同体が血縁や地縁に基づくグループを形成し、自律的な地域統治を行っていました。戦国時代の後期には、これらのグループが「甲賀郡中惣」と呼ばれる自治組織を設立し、地域に関するすべての事項を多数決で決定していました。

3) 織田信長の家紋
　甲賀流忍者は、日本の地域統一の条件を整えるのに重要な役割を果たした戦国大名、織田信長（1534–1582）に忠誠を尽くしました。1582年6月、いわゆる「本能寺の変」で、信長は家臣である明智光秀（1528–1582）の裏切りを受け、京都の本能寺で死去しました。

4) 徳川家康の家紋
　徳川家康（1543–1616）は、信長のもう一人の家臣でした。信長の死後、明智光秀の軍勢は、家康が岡崎（現在の愛知県）にある拠点に戻るのを妨害しようとしました。その際、五十一の甲賀家の一つである多羅尾家が甲賀を通過する家康に避難所を提供し、徳川家と甲賀流忍者との強力な関係を築きました。信長の死の二週間後、明智光秀が敗北したことで、家康が将軍となり、日本の統一を果たす道が開かれました。

5) 甲賀流忍者
　甲賀市の市花であるササユリは、かつてこの地域で盛んに咲いていましたが、現在、市民はその再生に取り組んでいます。影で咲く花のように、甲賀流忍者は目立つことを求めず、変化する時代の挑戦を乗り越えるために自らの技術と論理を駆使して生き抜くことに焦点を当てていました。日本が統一され戦国時代が終わりに近づくと、忍術の需要が減少し、甲賀流忍者は次第に公の場から姿を消しました。しかし、彼らの薬学に関する広範な知識のおかげで、多くの製薬会社が甲賀地域に設立され、今日まで繁栄し続けています。
